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「真庭市」の姿

約4.1万人
（R6.8.1現在）

人口 面積

約828k㎡
（東京都23区の130％）

森林率

約８割

◆真庭市のプロフィール

 ・場所：岡山県の北部
      （南北50km　東西30km）

 ・財政規模（R6予算）

　　：一般会計　346億円　

　　：特別会計　203億円（公営企業含む）

 ・2005年9か町村合併により誕生

 ・バイオマス産業都市指定（2014年）

 ・SDGs未来都市指定（2018年）

 ・脱炭素先行地域指定（2022年）

◇真庭市の経営方針◇

・地域資源循環型の地域経営

・林業、木材加工業活性化と再生可能
エネルギー産業

・環境型低コスト農業の推進

・高齢化社会に対応する共生社会 2

森林の約７割が
ヒノキ
(美作ヒノキ)

太田昇市長



地元の若手経営者等が集まり、地元地域の
未来を考える組織を立ち上げ。1997年に、
「2010年の真庭人の1日」を報告。
豊かな森林資源を背景に、「木を使いきる
まち」を目指すことなどが盛り込まれる。

バイオマス
産業都市に選定

・真庭バイオマス発電事業
・木質ﾊﾞｲｵﾏｽﾘﾌｧｲﾅﾘｰ事業
・有機廃棄物資源化事業
・産業観光拡大事業

第１回脱炭素先行
地域に選定地域循環共生圏

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ選定

ゼロカーボン
シティを宣言流域状況

1992年

21世紀の真庭塾

バイオマスタウン
真庭構想

2006年 2014年 2015年

真庭バイオマス
発電所稼働

生ごみ資源化
事業開始

2018年

SDGs未来都市
に選定

2019年 2020年 2022年

木質資源をエネルギー活
用するための実証事業を
開始

発電容量：10,000kW
地域の未利用資源（間伐材・製材端
材等）を活用し、「木を使い切る」
仕組みを構築

地域エネルギー自給率100％/2050カーボン
ニュートラルの実現を目指すことを宣言。
→具体策：木質バイオマス発電所の増設に向けた
検討　ほか

バイオマスツアー
開始

庁内組織「2050ゼロカーボン
シティまにわ対策チーム」の設
置・施策検討(R3.10～11)

SDGsを推進
し、その取組
をホームペー
ジ上で発信し
あう「真庭
SDGsパート
ナー」は、5
月19日現在
389団体に⇒   　　　　　　

「バイオマス・SDGs・脱炭素」に係る真庭市の歩み
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21世紀の真庭塾
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21世紀の真庭塾
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真庭市の森林資源の状況

森林
79.5%

田畑  8.3%

宅地 3.3%

その他 8.9%

 人工林

59.7%

 天然林

37.2%

その他  3.1%

 ヒノキ

72.4％

 スギ

21.7％

その他  5.9％

真庭市の８割は森林
（県内２位！）

うち６割は人工林
（スギ・ヒノキ）

うち７割はヒノキ
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年間15万㎥程度の原木が市内で流通（うち市内産が11万㎥）
⇒森林組合、素材事業者20社、原木市場２社３市場が所在

⇒岡山県内の原木の1/3は真庭市内で取引

真庭市の林業の状況



木を使い切るまち真庭の取組（バイオマス集積基地）
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【林地残材の買取参考価格】
・スギ　4,500円/ｔ
・ヒノキ、広葉樹　5,000円/ｔ
※状況によって変動あり　

年間８～９万ｔを収集・加工



未利用木材
（間伐材・林地残材など） 一般木材

（製材端材など）

地域内外の木質資源をチップ化

木を使い切るまち真庭の取組（真庭バイオマス発電所）

10,000kWのバイオマス発電利用
22,000世帯分の需要に対応

向かいのCLT工場で熱利用 9

　稼働8年目（R4年7月～R5年6月実績）

　売上；約17.6億円
    （未利用木材：一般木材＝6：4）
　燃料購入；約12.1億円　
　石油代替；約2.9万KL，約31.6億円相当 

※灯油価格R4年7月～R5年6月の平均109円/ℓで算出

経済効果：市内バイオマス産業により付加価値額が約52億円増加（※）

(売電額＋燃料調達額の合計を超える部分は、間接的な波及効果：運送事業などの地域経済へも寄与)
　　 ※産業連関表（2012年と2017年）の分析による
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真庭バイオマス発電事業の状況①
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真庭バイオマス発電所は本年度も順調に稼働。バイオマス利用量は例年並であり、堅調。
　・第11期決算期 ： 約112,000t (未利用材 ： 約84,000t (約75％)、一般木材 ： 約28,000t (約25％))
　・売電額や燃料購入費(約12億円)が地域経済循環に寄与。また未利用材に係る山主への直接還元額は累積約3.5億円。

（1）真庭バイオマス発電所：
        　　　　　年間バイオマス利用量(燃料受入れベース)

（2）真庭バイオマス発電所：バイオマス燃料購入額

(決算期)

(百万円)

（3）真庭バイオマス発電所：年間売電量
(MWh)

(決算期)

（4）真庭バイオマス発電所：
　　  　　　　　　未利用材に係る山主への累積還元額(550円/t)(百万円)
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103,893 106,248 105,945 108,906 112,102
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（5）真庭バイオマス発電所：CO2年間削減量

（6）市全体のエネルギー自給率

【参考1】真庭市内の原木市場の取扱数量の推移
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※現在値は、市独自のデータで集計した
 推計値。今年度実施する期中評価にて
 最終数値を算出予定。

真庭バイオマス
発電所稼働前
(H22年度)

真庭バイオマス
発電所稼働後
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経済効果：
市内バイオマス産業により
生産額が約52億円増加(※)

（発電所の売電額＋燃料調達
　額の合計を超える部分は、
　間接的な波及効果：運送事
　業などの地域経済へも寄与）

※産業連関表(2012年と2017年)
　の分析による

「2017真庭市産業連関表　　
　(11部門＋バイオマス産業)」

【参考2】真庭市内のバイオマス産業による経済効果
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真庭バイオマス発電事業の状況②



真庭バイオマス発電事業による効果

【参考3】真庭市のRESASによる地域経済循環図

①「第2次産業の生産(付加価値額)」が154億円(137.3％)増　（413億円⇒567億円）

②「所得への分配額」が164億円(112.3%)増　（1,337億円⇒1,501億円）

③「分配(所得)」の総額は62億円増　　　　（1,925億円⇒1,987億円)
　「雇用者所得」のうち地域内は62億円増　（779億円⇒841億円)
　「その他所得」のうち地域内は102億円増 （558億円⇒660億円)
　「その他所得」のうち地域外は97億円減　（544億円⇒660億円)

④「支出」の総額微増だが、民間消費額が増　（836億円⇒891億円)
　「その他支出」の地域外への流出が減　　　（644億円⇒468億円)
　「その他支出」のうち地域外への流出の割合が減（81%⇒64%)

RESAS（地域経済分析システム）とは？
産業構造や人口動態、人の流れなどの官民ビックデータを集約し、可視化するシステム

【真庭市の場合】

地域経済循環率 地域経済循環率

２０１０年 ２０１８年

69.4％ 75.5％
２０１5年 バイオマス発電所稼働

地域資源をうまく活
用して地域経済に貢
献しているよ
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木を使い切る仕組み（おさらい）

素材
生産
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製紙業者/その他
の発電所

550円/t
→これまで約２億円が山元に還元

木質資源
安定供給
協議会

売電収入の一部
を山元に還元

用材の流通ルート

燃料材等の流通ルート

約20社
従事者数約240人（平均年
齢40歳台）

２社・３市場
約13.8万㎥ /年

約30社
原木丸太仕入量：約20万㎥/年
製材品出荷量：約12万㎥/年 木材・木製品製造業出荷額：

327億円（平成29年）

（真庭市全体の製造品出荷額
の約３割）

〇　真庭市では、平成27年に稼働した真庭バイオマス発電所を中心に、「木を使い切る」構造を創出するとともに、売電収入の
一部を山主に還元し、山主の森林への関心を喚起することで、持続可能な木材産業構造の構築を目指している。
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木を使い切る仕組み（エネルギーの地産地消）

真庭バイオマス発電所
（10,000kW）

真庭バイオエネルギー
 (地域小売電気事業者)

必要量の電気を調達し
地域へ供給

真庭市役所 久世エスパス

森林資源を活用し地
域電力を発電

文化事業を推進再生可能エネルギー
自給による運営

平成３０年４月１日より
市内小中学校など４７施設
に電力供給開始
※現在は合計１０７施設

平成２８年４月１日
より電力供給開始



真庭市役所本庁舎は、

木（バイオマス発電の電気とバイオマスボイラーの熱）

太陽（敷地内の太陽光発電）

人で動いています。

真庭市役所本庁舎は、
地域由来の再生可能エネルギーを
100%使用しています。
  ・CO2削減量：420t-CO2/年
  ・エネルギー費用の削減効果：874万円/年
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地域由来の再生可能エネルギーで動く真庭市役所本庁舎 



公共施設における再生可能エネルギーによる経費節減効果

■再生可能エネルギー100％使用施設 ■一部再生可能エネルギー使用施設
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真庭市では公共施設５施設にチップボイラ－・ペレットボイラー等を導入。
→公共施設５施設で、エネルギーコストを年間約2,100万円削減。CO2は年間約1,000t-CO2削減。さらに地域の木質資源を　
　利用しているため、年間約1,200万円を地域に還元。

①

真庭市本庁舎 使用機器

ＣＯ２削減量 420ｔ-CO2/年 チップボイラー

ペレットボイラー

太陽光パネル
エネルギー費用の削減効果(※) 874万円/年

チップ・ペレット購入額 450万円/年

②

北房小学校・こども園 使用機器

ＣＯ２削減量 286ｔ-CO2/年 ペレットボイラー

エネルギー費用の削減効果(※) 534万円/年

ペレット購入額 300万円/年

①

蒜山振興局 使用機器

ＣＯ２削減量 40ｔ-CO2/年 ペレットボイラー

エネルギー費用の削減効果(※) 102万円/年

チップ・ペレット購入額 60万円/年

②

落合総合センター 使用機器

ＣＯ２削減量 240ｔ-CO2/年 チップボイラー

ペレットボイラー

太陽光パネル

太陽熱集熱器

エネルギー費用の削減効果(※) 524万円/年

ペレット購入額 330万円/年

③

真庭中央図書館 使用機器

ＣＯ２削減量 46ｔ-CO2/年 ペレットボイラー

エネルギー費用の削減効果(※) 120万円/年

ペレット購入額 80万円/年
市役所にある
チップボイラ

※(太陽光による発電量＊単価)+(ボイラーに要する重油量＊重油単価)－チップ・ペレット購入額にて算出。
　重油単価は116円/ℓ。(2022年６月時点単価)



地域エネルギー自給率100％の実現を目指した取組

・真庭市内の熱利用を含めたエネルギー自給率は約62％ (2020年１月現在)
・真庭バイオマス発電所の稼働により、再生可能エネルギー由来の発電量の合計は約15万MWhで、
電力自給率は約48％ (2019(R元)年度)。※令和元年度の真庭市内の電力需要量：約31万MWh

「再生可能エネルギー自給率１００％」を目指す

【具体的な取組】
・地域資源を市民全体の利益につなげること等を前提と

する「木質バイオマス発電所の増設」に向けた検討
・地域マイクログリットの構築　等
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→　未利用の資源である広葉樹林や雑木林や、早生樹も含めて活用し、更にもう１機木質バイオマス発電所 
      を設立することで、再生可能エネルギー由来の電力の割合を増やすことを目的に、事業の実施可能性を
      検討中。

→　大規模災害等による系統連系の遮断があったとしても、エネルギーを確保できるよう、木質バイオマス
      発電所をはじめとした再生可能エネルギーを活用したマイクログリットの構築を検討。

③林業・木材・木造建築教育・研究ゾーン構想　

地域エネルギー自給率100％の実現を目指した取組

→　岡山大学、岡山県立大学、岡山理科大学をはじめとした大学・研究機関と連携し、真庭市をフィールド
      に、森林利活用によるカーボンニュートラル技術の社会実装をはじめ、森林・木材・木造建築に関し、
      教育・研究等を行う新たな枠組み（ゾーン）の構築を検討。

②地域マイクログリット構想
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①第２バイオマス発電所構想



林業・木材・木造建築教育・研究ゾーン構想 (全体イメージ）
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森林・木材・木造建築に関する実地の知見・技術の集積地域を教育・研究の拠点とし、産学官連携により、高度な木造建築と林
業におけるDXを推進する新たな枠組み(ゾーン)を構築し、森林の新たな価値創造とカーボンニュートラルへの貢献を目指す。　
　

脱炭素貢献・専門人材育成・地域産業強化・技術開発加速・雇用創出

● ＣＬＴ等の木質素材を活用した高層建築物の建築・施工技術開発
● 木質材料研究
● 森林資源保全・管理
● バイオマス発電技術の開発

● 木造建築に必要な意匠・構造　等の関連技術に関する教育
● 木造建築の背景となる林業・　木材加工に関する教育
● 真庭高校における森林・木材関係教育のカリキュラム化

岡山県立大学

設計・建設・
住宅会社など

隈研吾建築都市
設計事務所

岡山理科大学

教
育

研
究

連携
・共同インターンシップ　
・設備相互利用
・講師派遣　　　　　　　
・技術提供・指導

人材育成連携（関係機関等）

岡山県建築士事務所協会

岡山県建築士会

日本ＣＬＴ協会
県下工業高校

岡山大学 グリーンイノベーションセンター
木造建築・林業・サプライチェーン部門

グリーン ｂｙ デジタル部門

真庭地域高校

知の集積拠点（デジタル田園都市）

国の試験研究
機関支所

岡山県森林研究所木材
加工研究室（岡山県）

製材事業者
（民間）

森林・林業・バイオマスに
関する研究

木質素材・施工技術の開発

木質素材の加工技術の研究

技術開発連携（関係機関等）

木材業

建築

原木市場

サプライ
チェーン

真庭市の森林・木材・木造建築に関する
産官学の知見・技術を活用した施設

教育研究拠点

バイオマス発電

林業

ドローン搭載型

航空機
DX × GX

イメージ



脱炭素への取組 第１回脱炭素先行地域へ選定
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市民や大学との協働の取組

令和５年4月、地球温暖化対策実行計画(区域施策編)を策定

地域活性化の推進と地域課題の解決を図るため、市民・事業者・行政が一体となり脱炭素のまちづくりを進める

「地域づくり」×「脱炭素」
　をテーマに、公募した市民
　と一緒に市民会議を開催。
　（令和4年度。計5回）脱炭素
　のまちづくりについて議論し
　市に提言。提言は計画に盛り
　込まれた。
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脱炭素の取り組みの具体的な取組（例）

目標年度・・・2030年度　実質排出量を基準年度(2013年度)比 51％ 削減
長期目標・・・2050年度　実質排出量 ゼロ（＝カーボンニュートラル）

削減目標



市民や大学との協働の取組
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市民会議の開催（R4～延べ９回開催）

岡山大学さんにも企画・運営にご協力いただきました。



まとめ
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真庭市では、これまで30年にわたり、地域資源を上手に使いながら
ヒト・モノ・カネの循環を行ってきた。
資源を余すこと無く利用するという理念はSDGs・カーボンニュートラ
ルの思想にもマッチしている。
これまでの取組について一定の評価をいただいているが、これをいかに
今後発展させていくか。

ポイント
①市民への波及⇒電力の地産地消
②林業・木材産業以外の事業者との連携⇒地域新電力会社の設立
③地域振興への貢献⇒新電力会社の利益を地域の困りごと解決へ繋げる
          仕組みづくり

地方創生のチャンス



真庭市役所
〒719-3292 岡山県真庭市久世2927-2

TEL； 0867-42-1111  

URL； https://www.city.maniwa.lg.jp/

ご清聴ありがとうございました。
「ふるさと納税」で真庭市へのご支援をよろしくお願いします。
心をこめ、自慢の真庭産品をお届けします。
ぜひ、真庭へお越しください。おもてなしの心でお迎えします。

返礼品は、自慢の真庭産品です。
ぜひ一度検索してください。

終わりに・・・

「バイオマスツアー真庭」 問い合わせ先

（一社）真庭観光局

〒717-0013 岡山県真庭市勝山654

TEL； 0867-45-7111  

URL； http://www.biomass-tour-maniwa.jp/

真庭市キャラクター
「まにぞう」の応援を
お願いします。


